
 

大学史研究会 

第 36回研究セミナー 

プログラム 
 

2013 年 10 月 26 日（土）～10 月 27 日（日） 

 

会場：中央大学 後楽園キャンパス 

〒112-8551 東京都文京区春日 1-13-27 

（http://www.chuo-u.ac.jp/access/kourakuen/） 

 

 

 

 

参加費 ：会員・非会員（有職者）     2,000 円 

大学院生・非会員（非有職者）   1,000 円 

 

懇親会費：会員・非会員（有職者）     4,000 円 

大学院生・非会員（非有職者）   3,000 円 

 

 

 

＜出欠事前連絡のお願い＞ 

 

セミナー準備の都合により、事前に出欠を確認しています。同封の FAX 送信票にお名前

と出欠をご記入の上、10 月 15 日（火曜日）までにご返信いただきますようお願いいた

します。同じ様式を研究会 HP に載せていますので、メール添付にて送っていただいて

も結構です。ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 

 

※交通至便の会場であり、近辺に多数の宿泊施設がありますので、宿泊が必要な方は 

ご自身で手配をお願いします。 



 

＜プログラム＞ 

第１日目 10月 26 日（土） 

会場：後楽園キャンパス 3号館 3300号室 

 

13：00～ 受付 

 

13：30～13：35  Adam R. Nelson教授の経歴と研究業績の紹介：五島敦子（南山大学） 

 

13：35～14：35 記念講演 Adam R. Nelson氏（University of Wisconsin Madison） 

“Nationalism, Internationalism, and the Origins of the American University.” 

Conventional interpretations of the emergence of the American research 

university stress the United States' appropriation of German models after the 

Civil War. Professor Nelson's lecture will revisit this interpretation by looking 

back to the early American republic (1780-1840) and placing the organization of 

scholarship in an international context. Drawing examples from the fields of 

natural history, he asks: in a period when many saw new scientific institutions 

as the key to U.S. competitiveness in a global knowledge economy, how did Americans 

build new scholarly institutions to balance a professed ideal of "enlightened 

cosmopolitanism" with an equally powerful sense of "service to the national 

state"? 

ネルソン教授は、教育政策・教育史（Educational Policy Studies and History）

をご専門とされる、アメリカ連邦教育政策史にも造詣が深い新進気鋭の研究者です。

近年の研究関心は、アメリカ高等教育史におけるナショナリズムとインターナショナ

リズムの相克にあります。 

今回は、1780～1840年代アメリカの大学における学問の制度化において、大学人の

国際的な研究活動が果たした役割を、グローバリゼーションの文脈に位置付けてご検

討いただけると期待しています。 

 

14：45～15：15 指定討論 坂本辰朗氏（創価大学）／ 質疑応答 

 

15：30～16：30 講演 北井辰弥氏（中央大学） 

“Two Founders of Chuo University: 中央大学の二人の創立者”  

 

16：30～17：00 質疑応答／全体討議（途中にショート・ブレイクをはさみます） 

 

 

17：15～17：45  総会 

 

18：00～  懇親会（於：後楽園キャンパス 6号館 6701室） 



第２日目 10月 27 日（日） 

会場：後楽園キャンパス 3号館 3300号室 

 

 

9:00～ 受付 

＜自由研究発表＞ 

司会：井上美香子（九州大学） 

9：30～10：30 

「ジェネラル・エデュケイションを理解する：玉蟲文一と戦後日本の 

一般教育カリキュラム、1945-1952」 

久原 みな子（ウィスコンシン大学マディソン校修士課程修了） 

 

10：40～11：40 

「女性研究者支援と専門学会の結成」 

坂本 辰朗（創価大学） 

 

11：50～12：50 

「ノース・スタッフォードシャー・ユニバーシティ・カレッジにおける 

教育の質と水準の保証―「スポンサーシップ」方式と学外試験委員制度を中心に―」 

土井 貴子（比治山大学短期大学部） 

 

 

終了後、解散 

 

 

 

 

＜セミナーに関するお問合せ・連絡先＞ 

大学史研究会事務局セミナー担当 深野 政之 

〒599-8531 堺市中区学園町１－１ 大阪府立大学  高等教育推進機構 

Tel. & Fax. 072-254-9548 

事務局メール： jshshe＠daigakushi.jp 

 

大学史研究会事務局 

浅沼 薫奈 （大東文化大学） 

井上 美香子（九州大学） 

岡田 大士 （中央大学） 

五島 敦子 （南山大学） 

長谷部 圭彦（上智大学他） 

深野  政之 （大阪府立大学） 

山崎 慎一 （桜美林大学） 

 

 



セミナー会場のご案内 

 

会場への交通アクセス 

 

 

 東京メトロ丸ノ内線・南北線『後楽園駅』から徒歩5分 

 都営三田線・大江戸線『春日駅』から徒歩7分 

 JR総武線『水道橋駅』から徒歩15分 

 

 

 

 

懇親会場 
6号館 
6701室 

 

セミナー会場 

3号館 

3300教室 

後楽園駅 


